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牛
深
の「
旧
天
附
中
学
校
」な
ど
も
平
成
２２

年
度
に
視
察
研
修
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
振
興
会
で
は
今
後
、
天
草
町
の
公
民

館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
市
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
簡
単
に
述

べ
ま
す
と
、
市
の
計
画
で
は
、 

・
来
年
度
以
降
、
天
草
町
等
、
旧
町
単
位

で
公
民
館
が
一
つ
に
統
合
さ
れ
ま
す
。 

・
下
田
南
公
民
館
を
含
め
天
草
町
の
公
民

館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。 

・
各
地
区
振
興
会
に
維
持
活
動
等
が
求
め

ら
れ
、
委
託
運
営
さ
れ
ま
す
。 

南
小
は
平
成
１２
年
に
新
築
さ
れ
、
ま
だ

築
１２
年
と
比
較
的
新
し
い
校
舎
で
す
。
小

学
校
で
す
か
ら
市
の
光
ケ
ー
ブ
ル
も
接
続

さ
れ
て
お
り
学
校
施
設
を
有
効
に
利
用
で

き
ま
す
。
福
祉
施
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

施
設
と
し
て
も
検
討
で
き
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
、
地
区
住
民
が
利
用
し
や
す
い
天

草
町
代
表
の
公
民
館
と
し
て
公
共
利
用
さ

れ
る
事
が
一
番
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
振
興
会
と
し
て
も
要
望
等
活

動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
今
年
も
沢
山
の
行
事
等
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
地
区
民
皆
さ
ま
の
ご

協
力
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 
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ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
、
活
力
あ

る
「
ふ
る
さ
と
創
り
」
を
目
指
し
微

力
な
が
ら
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
寂

し
い
事
で
す
が
下
田
南
小
学
校
が
平

成
２５
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な

り
、「
天
草
小
学
校
」
と
し
て
統
合
さ

れ
ま
す
。
振
興
会
で
は
閉
校
に
伴
い
、

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
２
年
ほ
ど
前

か
ら
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

福
祉
施
設
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
交

流
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
度
、
振
興
会
総
会
に
お
い
て
会
長
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
村

で
す
。
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
さ
ま
の

４月１７日（火）下田南公民館で平成２４年度
の運営委員会総会を開催しました。平成２３年
度の事業計画及び決算外、２議案について審議
しました。（詳細については、２ページに掲載し
ております。） 

７
月
１４
日 

（
南
小
「
閉
校
記
念
」
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

「
胡
弓
の
夕
べ
」
） 

７
月
２１
日
～
８
月
31
日 

 
 

  

ラ
ジ
オ
体
操
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

８
月
２
・
４
・
７
日   

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

９
月
９
日 

 
  

敬
老
会 

９
月
１６
日 

 
 

（
十
五
社
宮
例
大
祭
） 

９
月
２３
日 

 
 

総
合
運
動
会 

１０
月
７
日 

 
  

ク
リ
ー
ン
作
戦 

１０
月
８
日 

 
 

球
技
大
会 

１０
月
２１
日 

 
 

（
小
田
床
天
満
宮
例
大
祭
） 

１１
月
１８
日 

 
 

（
鬼
海
山
の
神
祭
） 

１１
月
２４
・
２５
日 

産
業
文
化
祭 

１２
月
２
日
～
１
月
６
日 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

１２
月
９
日 

 
 

（
中
野
山
の
神
祭
） 

１
月
７
日 

 
 

お
ね
っ
ぽ
っ
ぽ
（
鬼
火
焼
） 

２
月 

 
 

 
 

先
進
地
研
修 

２
月
１０
日 

 
 

（
南
小
閉
校
式
） 

３
月
１０
日 

 
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会 

 
 

 
 

 
 

※
（ 

）
は
振
興
会
主
催
外
の
行
事
で
す
。 

来年４月に閉校となる下田南小
学校校舎。 
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４
月
１７
日
（
火
）
、
下
田
南
公
民
館
で

平
成
２４
年
度
下
田
南
地
区
振
興
会
運
営

委
員
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
来
賓

に
山
口
天
草
支
所
長
と
椎
木
総
務
市
民
課

長
に
ご
臨
席
を
た
ま
わ
り
、
尾
崎
知
議
長

進
行
の
も
と
委
員
出
席
者
３２
名
で
３
議

案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

◆収入 

 繰越金    ３６０，４６２円 

 地区負担金   ９５，０００円 

 市補助金   ６００，０００円 

 寄付金※１  ２５３，７００円 

 雑 入     ５０，２３３円  

 合 計  １，３５９，３９５円 

◇主な内訳 

※１…堆肥寄付金２０３，７００円 

   天草ふるさと家族便から 

   寄付金   ５０，０００円 

◆支出 

 運営費※2    ６２，５４０円 

 事業費※3   ９６２，４３８円  

 合 計  １，０２４，９７８円 

◇主な内訳 

※2… 会議費（総会時お茶代） 

          ４，８００円 

消耗品費（用紙、インク代等） 

（事務経費） １３，９３５円 

   役務費（ハガキ・切手・保険料等） 

         ４３，８０５円 

※3… 主な事業費 

   敬老会  １５５，４５５円 

   総合運動会 ７１，０１７円 

   産業文化祭 ８８，６０４円 

   堆肥事業 ２５９，４５４円 

   外１４事業３８７，９０８円 

 

◆次年度繰越金 

収入－支出   ３３４，４１７円  

 

 

◆収入 

 繰越金    ３３４，４１７円 

 地区負担金   ９５，０００円 

 市補助金   ６００，０００円 

 寄付金※4   ２２０，０００円 

 雑 入     ５０，５８３円  

 合 計  １，３００，０００円 

◇主な内訳 

※4… 堆肥寄付金２００，０００円 

   外寄付金  ２０，０００円 

 

◆支出 

 運営費※5   １７５，０００円 

 事業費※6 １，０３２，２００円 

 予備費     ９２，８００円  

 合 計  １，３００，０００円 

◇主な内訳 

※5… 備品購入費（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ購入） 

※前年度家族便寄付金５万円を利用 

８０，０００円 

   外、役務費等９５，０００円 

※6… 事業名 

   ウォーキング大会、総合運動会、

ミニバレー大会、球技大会、クリ

ーン作戦、産業文化祭、イルミネ

ーション装飾、花いっぱい運動、

おねっぽっぽ、ラジオ体操キャン

ペーン、防犯パトロール、敬老会、

生きがいづくり事業、広報誌、 

年度行事カレンダー、堆肥事業、

先進地研修    全１７事業 

◆収入 

 繰越金 ７８７，１２９円 

 雑 入     １７１円  

 合 計 ７８７，３００円 

◆支出 

 閉校事業１００，０００円 

 基金積立６８７，３００円  

 合 計 ７８７，３００円 

◆収入 

 繰越金 １８８，０７７円 

 市助成金 ８０，０００円 

 雑 入      ２３円  

 合 計 ２６８，１００円 

◆支出 

 基金積立２６８，１００円  

 合 計 ２６８，１００円 

※平成２３年のふるさと納税で、神奈川

県在住の吉戸勝様、濱田伸広様 

から 8 万円ご寄付いただいております。 

◆収入 

 市助成金３１３，０００円 

 雑 入  ３５，０００円  

 合 計 ３４８，０００円 

◆支出 

 家族便事業（支援事業）   

 合 計 ３４８，０００円 

※天草市のコミュニティビジネ

ス支援事業の助成金です。雑入

は家族便会計から全体事業の１

割負担分として繰り入れし、天

草ふるさと家族便事業の販売促

進活動費として利用します。 

 

第
一
号
議
案
の
平
成
２３
年
度

事
業
経
過
報
告
及
び
決
算
報
告
、

第
二
号
議
案
の
平
成
２４
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

（
詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
、
第
三
号
議
案
の
平

成
２４
年
度
役
員
の
選
出
で
は
中

村
敬
司
会
長
を
筆
頭
に
、
平
畑
憲

二
、
白
石
宣
子
副
会
長
、
各
部
会

長
に
中
村
昭
廣
総
務
部
会
長
、
鬼

海
広
明
健
康
部
会
長
、
行
合
り
つ

子
生
活
環
境
部
会
長
、
若
松
米
雄

地
域
づ
く
り
部
会
長
他
、
各
副
部

会
長
、
部
会
事
務
局
等
が
役
員
に
、

ま
た
地
域
か
ら
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
た
運
営
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
項

で
は
、
家
族
便
及
び
ブ
ル
ー
ガ
ー

デ
ン
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
西

嶋
隆
明
さ
ん
か
ら
、
現
状
等
に
つ

い
て
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
２４
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

5月19日ミニバレー大会は、上野寛利さんチーム（西岡清、入口大介、上野修、佐々木みき、桁山美幸※敬称略）が優勝！ 

 



地
域
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
廃
品
回

収
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

５

月
２７
日
（日
）前
日
の
雨
模
様
も
一
転

し
爽
や
か
な
青
空
の
中
、
今
年
度
初

め
て
の
廃
品
回
収
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
人
数
も
大
変
少
な
く
な

り
、
地
域
の
皆
様
に
は
何
か
と
御
迷

惑
を
お
か
け
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
地
域
一
軒
一
軒
を
回

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
廃
品
回
収

も
今
年
度
限
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
ど
う
か
最
後
ま
で
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

【関 

好
江
】 

平成２４年度、南小最後の

ＰＴＡ会長を務めさせてい

ただきます上野修です。地域

の皆様には日頃より学校活

動の他に、準会員費や廃品回

収など子どもたちのために

ご協力いただき、保護者を代
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下田南のデータ・・・108世帯（男94、女137人）高齢化率（65歳以上）89人 38.5％（平成24年5月31日現在） 

 

表して厚くお礼申し上げます。 

さて、私たち保護者も７世帯と非常に少ない世

帯数となり、閉校式を迎えるにあたりまして地域

の皆さまには多大なるご協力をいただき大変感

謝しているところです。今後も閉校式に向かって

ご協力していただくことが多々あるかと思いま

す。私たちの母校でもある下田南小学校の最後

が、子どもたち、地域の皆さまにとってよりよい

１年となるよう、保護者一同更なる団結で一生懸

命頑張りますので、今後ともどうぞご支援ご指導

のほどよろしくお願い申し上げます。【上野 修】 

 

お兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に。りさちゃん、わかなちゃんも
みんなと一緒にピース！(^_^)もうみんな仲良しだね！ 

在校生のお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒に、新１年生になった石
松りさちゃんもちょこんと行儀良くお座りしています！ 

先日、我が家の娘が下田南小学校に入学し
ました。入学式には、たくさんのご来賓の
方々、地域の皆様もご参列くださって、本当
にありがとうございました。感謝の気持ちで
いっぱいです。末っ子で甘えん坊の性格と、
たった一人上級生と一緒に学校生活を送って
いくことに、かなり心配していましたが、そ
んな心配も吹き飛ぶような心温まる入学式で

した。 早いもので入学して2ヶ月が過ぎましたが、毎日ランドセルを
軽々背負って、張り切って登校する姿は頼もしいものがあります。学校
では勉強だけでなく多くのことを吸収してきて、目を見張る成長ぶりで
す。また、放課後にはあちこちで道草を食っているようで・・・地域の
皆様には何かとご迷惑をおかけしているかと思いますが、今後とも娘の

成長を温かく見守ってくださいま
すようお願いいたします。 
         石松由紀子 

 



                              

                              

                              

            田
ん
ぼ
も
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
早
変
わ
り
し

山
の
若
葉
も
緑
が
深
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
イ
カ
釣
り
に
行
っ
て
い
た
野
球
少
年
も
、

練
習
で
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
、
幸
星
君
も
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
◆
新

入
生
の
里
紗
ち
ゃ
ん
も
、
転
校
生
の
若
菜
も
、

お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
に
や
さ
し
く
し
て
も
ら

っ
て
、
元
気
に
楽
し
く
学
校
へ
通
っ
て
い
ま

す
。
◆
さ
て
、
振
興
会
の
新
役
員
も
決
ま
り

ま
し
た
。
小
生
、
毎
日
の
ん
び
り
と
百
円
で

温
泉
旅
行
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
が
、
足
軽

か
ら
総
務
大
臣
に
ス
ピ
ー
ド
出
世
し
、
少
し

忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。
◆
人
の
情
け
を
借

り
な
が
ら
漕
ぎ
出
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

【
中
村
昭
廣
】 
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７
月
１４
日
（
土
）
午
後
７
時

か
ら
下
田
南
小
学
校
で
、
南
小

閉
校
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
「
胡
弓

の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
回
の
演
奏
会
か
ら
実
に
９
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
演

奏
者
は
、
南
小
卒
業
生
の
白
石

憲
博
さ
ん
率
い
る
長
崎
市
役
所

二
胡
愛
好
会
の
皆
さ
ん
。
白
石

さ
ん
の
「
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」
と
の
思
い
か
ら
、
今

回
の
演
奏
会
開
催
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
度
末
の
閉
校

に
思
い
を
寄
せ
て
、
み
ん
な
と

心
を
一
つ
に
し
て
、
心
豊
か
な

時
間
を
下
田
南
小
学
校
で
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

演奏曲♪ 

・島唄   ・川の流れのように 

・また君に恋してる ・もののけ姫 

ほか多数 

 下田南サロンでは、サロンを支えるボラ

ンティアスタッフ及びサロン会員を募集

しています。会員資格は特に設けていませ

ん。毎月第１水曜日午前１０時から下田南

公民館で高齢者を中心にサロン活動を展

開しています。「お茶会」から「買い物に

行こう」など自由な発想で毎月１回のサロ

ンを盛り上げています。皆さんも是非参加

してみませんか？      【白石宣子】 

 
 

５
月
２９
日
（
火
）、
下
田
南
地
区
振

興
会
役
員
会
で
、
天
草
市
企
画
課
植
田

課
長
補
佐
と
高
木
富
士
川
計
画
事
務

所
の
宮
野
岳
明
氏
が
来
訪
さ
れ
、
平
成

２３
年
度
に
天
草
市
の
大
浦
地
区
（
有

明
町
）
、
二
江
地
区
（
五
和
町
）
、
下

田
南
地
区
で
取
り
組
ん
だ
「
移
住
・
定

住
シ
ス
テ
ム
創
造
事
業
」
の
こ
れ
ま
で

の
流
れ
（
概
要
）
に
つ
い
て
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
宮
野
氏
か
ら
は
資
料

（
地
域
の
実
情
と
集
落
規
模
に
応
じ

た
移
住
・
定
住
シ
ス
テ
ム
の
構
築
外
）

に
基
づ
い
て
、
二
江
、
大
浦
、
下
田
南

地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

下
田
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
「
決
意
と

計
画
を
持
つ
移
住
希
望
者
（
Ｕ
タ
ー
ン

組
含
む
）
を
支
援
す
る
仕
組
み
」
と
し

て
、
天
草
市
へ
の
移
住
を
決
意
し
て
い

る
人
、
彼
ら
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
住
す
る

と
同
時
に
、
地
域
社
会
に
馴
染
め
る
仕

組
み
と
住
居
を
創
っ
て
い
く
こ
と
。
ま

た
、
振
興
会
が
主
体
と
な
っ
て
受
入
な

が
ら
、
行
政
支
援
も
一
部
得
て
移
住
者

の
住
居
を
確
保
し
て
い
く
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
と
い
う
提
案
も
あ
り
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
、
下
田
南
地
区
だ

け
で
は
な
く
、
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
、
（
例
え
ば
、
小
学
生
が
い
る
家

庭
で
あ
れ
ば
天
草
小
学
校
に
徒
歩
で

通
学
で
き
る
高
浜
地
区
を
斡
旋
す
る
な
ど
）

天
草
町
全
体
で
情
報
を
整
理
し
て
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
月
に
実
施
さ
れ
た
出
郷
者
向
け
、
下
田
南

地
区
住
民
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
特
徴
に
つ
い
て
、
下
田
南

地
区
以
外
の
２
地
区
に
つ
い
て
は
、
移
住
・

定
住
受
入
に
対
し
て
否
定
的
な
意
見
が
見

ら
れ
た
が
、
下
田
南
地
区
に
つ
い
て
は
否
定

的
な
意
見
が
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

や
、
出
郷
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
実

際
に
「
下
田
南
に
帰
り
た
い
」
６
件
、
「
帰

り
た
い
が
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

意
見
が
１５
件
あ
り
非
常
に
興
味
深
い
結
果

で
あ
っ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

平
成
２４
年
度
以
降
は
、
こ
の
結
果
を
基

に
、
各
地
域
独
自
で
「
移
住
・
定
住
」
に
つ

い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
天
草
市
企
画
課

及
び
高
木
富
士
川
計
画
事
務
所
は
活
用
で

き
る
と
の
こ
と
） 

 
 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
雇
用
の
減
少

な
ど
非
常
に
厳
し
い
現
状
に
直
面
し
て
い

る
私
た
ち
で
す
が
、
振
興
会
（
地
域
）
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で

す
。
皆
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
動
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 


